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１．今日のテーマ・クエスチョン

パルティアとササン朝の違いとは？

２．テーマ・アンサーのキーワードをピックアップ

※教科書該当ページ（Ｐ． １９・２０）の中から見つけよう ！

パルティアは前２世紀なかばにメ ソポタ ミ アを うばい、東西交易の利益を独占して大いに栄

えた。

パルティアを倒して建国したのが 、農耕を営むイラン人の である 。初期のパルティササン朝

アが （ １ ） の影響を強 く う けていたのに対し 、ササン朝では （ ２ ） を国教に定め、ペル

シア語をもちいるなど 、 イ ラ ンの （ ３ ） を う けつぐ統治がはかられた 。第 ２代の王 （ ４ ）

は 、 シ リ アに進出 し て ローマを破 り 、 東方では イ ンダ ス川西岸にいた る広大な地域を あわせ

た。

５世紀の後半、ササン朝は中央アジアの遊牧民エフタルの侵入に苦しんだが、 （ ５ ） の

時代にこれをほろぼし、またビザンツ帝国との戦いも優勢にすすめた。

ササン朝の時代には、イランの民族的宗教である（２）の教典『アヴェスター』が編

集され、 ３世紀には （ ２ ）に仏教 ・キ リ ス ト教を融合した も うまれた。マニ教
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３．今日のテーマ・アンサー（テーマ・クエスチョンの答）確認
※今日のノートに取った内容や２ .でピックアップしたキーワードを参考にしよう。

T.Q.「パルティアとササン朝の違いとは？」

T.A.

パルティアは遊牧民のイラン人が[① ]朝から独立して建てた

国で、 [② ]で東西交易を行って繁栄した [③ ]的な文化の

国。ササン朝は農耕民のイラン人による建国で、シャープール１

世とホスロー１世の２回全盛期だった。イランの[④ ]文化に

戻り [⑤ ]教が国教化され 融合宗教のマニ教が生まれた 追、 、 （

放される 。ササン朝の美術・工芸は、遠く日本にも影響を与え）

た。
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